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 セイピン遺伝子異常症（BSCL2）は BSCL の中でも脂肪萎縮が最も重度であ
り、糖脂質代謝異常以外にも高頻度に精神発達遅滞を呈する。また、我国にお




























イピンの重要性が示唆された。BSCL2 成人男性患者 2 例で精子検査を施行した
ところ、1 例で乏精子症、1 例で精子数正常下限であった。 
 以上より、セイピンは脂肪組織のみならず脳や精子の正常発生にも重要な役





先 天 性 全 身 性 脂 肪 委 縮 症 (BSCL; Berardinelli-Seip congenital 
lipodystrophy)では脂肪組織の消失とともに糖脂質代謝異常を呈する。我国にお
















  したがって、本論文は博士（医学）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 30年 2月 27日実施の論文内容とそれに関連した
試問を受け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
